
着
実
な
成
果
を
求
め
て

着
実
な
成
果
を
求
め
て�

着
実
な
成
果
を
求
め
て�

議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
田
辺
公

議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
田
辺
公
教
）
で
は
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会

教
）
で
は
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
ほ
か
十
八

計
ほ
か
十
八

特
別
会
計
議
案
を
二
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
た
結
果
、
十
三
項
目
の

特
別
会
計
議
案
を
二
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
た
結
果
、
十
三
項
目
の
意
見
を
附
し
て
承
認
す
べ
き
も
の
と

意
見
を
附
し
て
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

決
し
た
。�

議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
田
辺
公
教
）
で
は
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
ほ
か
十
八

特
別
会
計
議
案
を
二
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
た
結
果
、
十
三
項
目
の
意
見
を
附
し
て
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。�

反
対
討
論

反
対
討
論�

反
対
討
論�
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【予算審査意見】�

○
路
線
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
は
不
便
の
な

　
い
よ
う
ダ
イ
ヤ
調
整
を
図
ら
れ
た
い
。�

�

○
神
奈
備
ふ
れ
あ
い
会
館
の
管
理
運
営
費
に
つ
い
て
は
、

　
受
益
者
の
応
分
負
担
等
を
検
討
さ
れ
た
い
。�

�

○
移
住
定
住
化
促
進
に
つ
い
て
は
、
住
居
等
さ
ま
ざ
ま
な

　
分
野
か
ら
検
討
し
推
進
さ
れ
た
い
。�

�

○
借
地
料
に
つ
い
て
は
実
勢
単
価
で
契
約
す
る
よ
う
努
力

　
す
る
こ
と
。�

　
　
ま
た
、
借
地
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
買
収
す
る
な

　
ど
解
消
に
努
め
ら
れ
た
い
。�

�

○
耐
震
診
断
実
施
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
一
括
発
注
で
は

　
な
く
、
分
割
発
注
に
さ
れ
た
い
。�

�

○
学
校
給
食
会
計
の
見
直
し
の
検
討
結
果
を
早
急
に
示
さ

　
れ
た
い
。�

○
嘱
託
職
員
の
雇
用
条
件
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。�

�

○
写
真
美
術
館
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
早
急
に
結
論
を
示

　
さ
れ
た
い
。�

�

○
が
ん
検
診
、
住
民
健
診
の
受
診
率
の
向
上
を
図
ら
れ
た

　
い
。�

�

○
溝
口
保
育
所
の
進
入
路
並
び
に
駐
車
場
の
整
備
を
検
討

　
さ
れ
た
い
。�

�

○
中
山
間
直
接
支
払
い
制
度
を
引
き
続
き
堅
持
さ
れ
る
よ

　
う
関
係
機
関
に
要
請
さ
れ
た
い
。�

�

○
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。�

�

○
清
水
の
里
団
地
に
つ
い
て
、
販
売
促
進
強
化
と
所
管
体

　
制
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。�

　
　
　
幅
田
　
千
富
美�

�

　
十
八
議
案
中
三
十
二
号
公

園
墓
地
会
計
以
外
の
議
案
に

反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行

う
。�

　
そ
の
理
由
は
、
暮
ら
し
や

す
い
伯
耆
町
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
生
活
が
苦
し
く
な

っ
た
方
が
八
割
を
占
め
て
い

る
。
一
般
会
計
で
前
年
比
八

億
三
千
万
増
の
六
十
七
億
三

千
万
円
。
特
別
会
計
合
わ
せ

百
億
円
。
合
併
前
比
二
十
億

円
減
が
地
域
経
済
疲
弊
の
原

因
だ
が
、
増
額
八
億
三
千
万

円
の
大
半
約
五
億
五
千
万
円

が
防
災
行
政
無
線
設
置
で
あ

る
。
町
民
の
願
い
は
、
ア
メ

リ
カ
発
大
不
況
か
ら
町
民
生

活
守
る
た
め
、
農
業
、
中
小

零
細
企
業
守
る
予
算
で
あ
る

が
、
妊
婦
検
診
十
四
回
に
、

保
育
士
給
与
改
善
、
職
員
配

置
充
足
、
和
牛
生
産
農
家
支

援
な
ど
わ
ず
か
な
も
の
は
あ

る
も
の
の
、
デ
ジ
タ
ル
化
対

応
な
ど
一
部
の
県
外
大
手
電

気
メ
ー
カ
ー
は
潤
っ
て
も
町�

内
の
地
域
環
流
に
な
ら
な
い
。

町
長
公
約
の
と
お
り
に
大
き

な
公
共
事
業
の
前
に
専
門
家

を
加
え
、
町
民
参
加
で
検
討

す
べ
き
。�

　
ス
キ
ー
リ
フ
ト
、
昨
年
二

千
万
円
、
今
年
一
千
六
百
万

円
の
補
修
費
、
ス
キ
ー
客
激

減
の
も
と
、
今
後
の
あ
り
方

を
定
め
て
か
ら
支
出
す
べ
き
。

　
学
校
教
育
検
討
委
員
会
で

は
岸
本
小
学
校
を
そ
の
ま
ま
、

二
部
日
光
を
溝
口
に
統
合
、

小
中
一
貫
校
に
と
の
話
が
進

め
ら
れ
て
い
た
が
教
育
権
は

国
民
に
あ
り
、
や
り
方
含
め

民
主
的
に
。
介
護
、
医
療
、

福
祉
充
実
農
業
、
中
小
企
業

応
援
こ
そ
景
気
回
復
の
上
か

ら
も
大
切
な
の
に
、
来
る
当

て
の
な
い
企
業
誘
致
に
力
を

入
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
今
す

べ
き
で
な
い
。
国
保
税
、
保

育
料
、
負
担
金
な
ど
減
ら
し
、

直
接
町
民
の
懐
具
合
を
温
め

る
仕
事
が
必
要
で
あ
る
。�

　
美
術
館
、同
和
事
業
、有
線

テ
レ
ビ
事
業
や
格
差
の
あ
る

水
道
会
計
を
見
直
し
、｢

水｣

企
業
へ
の
課
税
等
を
す
れ
ば
、

十
分
な
財
源
が
生
ま
れ
る
。�

　
税
金
の
使
い
方
、
住
民
の

暮
ら
し
、
内
需
拡
大
、
将
来

希
望
の
持
て
る
町
づ
く
り
の

た
め
に
使
う
こ
と
を
求
め
、

反
対
討
論
と
す
る
。�

����

　
　
　
　
野
坂
　
明
典�

�

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

慎
重
審
議
の
上
了
承
さ
れ
た

も
の
。
三
位
一
体
改
革
で
交

付
税
減
額
が
予
想
以
上
。
森

安
新
町
長
の
初
め
て
の
予
算
、

防
災
行
政
無
線
統
合
事
業
五

億
四
千
四
百
万
円
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
千
四
百
万
円
、

妊
婦
検
診
委
託
料
五
百
九
十

万
円
、
和
牛
再
生
促
進
事
業

千
八
百
万
円
、
図
書
館
あ
り

方
検
討
会
事
業
十
万
八
千
円
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
統
合
事
業
一
億
一

千
万
円
の
新
規
事
業
が
組
ま

れ
、
継
続
事
業
で
、
中
山
間

地
直
接
支
払
一
億
一
千
万
円
、

情
報
処
理
事
業
六
千
五
百
九

十
万
円
、
基
本
検
診
千
三
百

八
十
万
円
、
小
・
中
学
校
耐

震
化
事
業
二
千
五
百
万
円
な

ど
計
上
さ
れ
て
い
る
。�

　
反
対
討
論
で
防
災
行
政
無

線
統
合
事
業
は
合
併
特
例
債

四
億
円
強
で
、
期
限
つ
き
で

致
し
方
の
な
い
計
上
。
土
地

開
発
公
社
所
有
土
地
の
借
入

利
息
対
策
の
た
め
三
億
一
千

八
百
万
円
の
一
般
財
源
か
ら

貸
付
に
。
議
員
定
数
二
名
減

で
六
百
四
十
万
減
額
効
果
な

ど
高
く
評
価
し
賛
成
す
る
。�

�

　
　
　
　
長
谷
川
　
盟�

�

　
骨
格
予
算
で
な
く
本
格
予

算
編
成
で
あ
り
、
新
町
長
の

意
欲
が
伝
わ
り
、
高
く
評
価

す
る
。
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

議
会
審
査
意
見
を
真
摯
に
受

け
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
、
賛
成
す
る
。�

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
は
い
ろ
い
ろ
問
題
あ
る
が

国
の
制
度
を
受
け
た
も
の
。�

　
老
朽
化
し
た
リ
フ
ト
修
繕

費
は
、
将
来
、
伯
耆
町
観
光

の
中
心
と
し
て
の
施
設
で
リ

フ
ト
存
続
は
必
要
で
あ
り
修

繕
し
な
け
れ
ば
重
大
な
事
故

発
生
に
な
り
か
ね
な
い
の
で

こ
の
予
算
に
賛
成
す
る
。�

　
　
　
　
大
森
　
英
一�

�
　
限
ら
れ
た
財
政
の
中
、
こ

の
危
機
を
ど
う
乗
り
越
え
る

の
か
。�

　
町
民
の
総
合
力
で
乗
り
切

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

　
反
対
者
の
発
言
は
、
同
和

事
業
に
人
権
政
策
を
矮
小
化

し
、
町
民
に
誤
解
を
生
む
発

言
で
あ
り
、
町
民
が
力
を
合

わ
せ
る
た
め
に
は
、
同
和
事

業
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
き
ち
っ
と
町
民
が
理
解

し
、
力
を
合
わ
せ
る
仕
組
み

が
こ
れ
か
ら
の
町
政
に
必
要

で
あ
り
、
人
権
政
策
の
進
展

を
妨
げ
る
よ
う
な
発
言
は
厳

に
慎
し
む
べ
き
だ
。�

　
新
町
長
を
迎
え
、
初
め
て

の
当
初
予
算
、
町
民
の
総
合

力
を
結
集
し
、
こ
の
危
機
を

乗
り
越
え
る
予
算
で
あ
り
、

こ
れ
に
賛
成
す
る
。�


